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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに軸線が偏心する円形の第１開口部と円形の第２開口部とを有する第１偏心管と、
　前記第１偏心管に対して回動自在に接合され、互いに軸線が偏心する円形の第３開口部
と円形の第４開口部とを有する第２偏心管とを有し、
　前記第１偏心管の第１開口部と前記第２偏心管の第３開口部が接合され、
　前記第１偏心管に対する前記第２偏心管の回動位置により、前記第１偏心管の第２開口
部の軸線と前記第２偏心管の第４開口部の軸線のずれ量が定まり、
　予め定められた前記回動位置と前記ずれ量との関係に基づいて、前記ずれ量を含む所定
のずれ量表示目盛りを第１偏心管および前記第２偏心管の各々の対応する円周方向位置に
設け、
　前記第１偏心管のずれ量表示目盛りの特定のずれ量と、前記第２偏心管のずれ量目盛り
のうち、前記第１偏心管の特定のずれ量と同一のずれ量を合わせることにより、前記第１
偏心管に対する前記第２偏心管の回動位置を定めて、前記第１偏心管の第２開口部の軸線
と前記第２偏心管の第４開口部の軸線との間のずれ量を定めることを特徴とする偏心自在
継手。
【請求項２】
　前記第１偏心管の第２開口部の軸線と前記第２偏心管の第４開口部の軸線のずれ方向を
含む所定のずれ方向表示目盛りを、前記第１偏心管および前記第２偏心管の少なくとも一
方の対応する円周方向位置に設け、
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　前記第１偏心管または前記第２偏心管のずれ方向表示目盛りは、ずれ量に対応する表示
およびずれ方向を示し、当該ずれ方向表示目盛りのうち、前記特定のずれ量に対応する表
示のずれ方向が前記第１偏心管の第２開口部の軸線と前記第２偏心管の第４開口部の軸線
のずれ方向となる、ことを特徴とする請求項１記載の偏心自在継手。
【請求項３】
　前記第１偏心管の第２開口部の軸線と前記第２偏心管の第４開口部の軸線のずれ方向を
含む所定のずれ方向表示目盛りを、前記第１偏心管および前記第２偏心管の双方の対応す
る円周方向位置に設け、
　前記第１偏心管および前記第２偏心管のずれ方向表示目盛りは、ずれ量に対応する表示
およびずれ方向を示し、各ずれ方向表示目盛りのうち、前記特定のずれ量に対応する表示
のずれ方向が前記第１偏心管の前記第２開口部の軸線と前記第２偏心管の第４開口部の軸
線のずれ方向となる、ことを特徴とする請求項２記載の偏心自在継手。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は第１配管と第２配管とを接続する偏心自在継手に係り、とりわけ第１配管およ
び第２配管間においてずれが生じていても、この第１配管および第２配管を確実に接続す
ることができる偏心自在継手に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より第１配管および第２配管を接続する伸縮管継手が知られている。
【０００３】
　このような伸縮管継手は第１配管と第２配管が軸方向に多少ずれていてもこの軸方向の
ずれを吸収して、第１配管と第２配管を適切に接合することができる。
【０００４】
　他方、第１配管と第２配管が横方向にずれている場合、このような横方向のずれを吸収
して第１配管と第２配管を接合することはむずかしい。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平３－２８５１３７号公報
【特許文献２】特開２００５－９１２１５号公報
【特許文献３】特開２００４－５３３１７号公報
【特許文献４】特開２００４－１０３５５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明はこのような点を考慮してなされたものであり、第１配管と第２配管との間に横
方向に多少ずれが生じていても、このずれを吸収して第１配管と第２配管を確実に接合す
ることができ、かつこのずれ量を容易に調整することができる偏心自在継手を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、互いに軸線が偏心する円形の第１開口部と円形の第２開口部とを有する第１
偏心管と、前記第１偏心管に対して回動自在に接合され、互いに軸線が偏心する円形の第
３開口部と円形の第４開口部とを有する第２偏心管とを有し、前記第１偏心管の第１開口
部と前記第２偏心管の第３開口部が接合され、前記第１偏心管に対する前記第２偏心管の
回動位置により、前記第１偏心管の第２開口部の軸線と前記第２偏心管の第４開口部の軸
線のずれ量が定まり、予め定められた前記回動位置と前記ずれ量との関係に基づいて、前
記ずれ量を含む所定のずれ量表示目盛りを第１偏心管および前記第２偏心管の各々の対応
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する円周方向位置に設け、前記第１偏心管と前記第２偏心管の各々の対応するずれ量表示
目盛りを合わせることにより前記第１偏心管に対する前記第２偏心管の回動位置を定める
ことを特徴とする偏心自在継手である。
【０００８】
　本発明は、前記第１偏心管の第２開口部の軸線と前記第２偏心管の第４開口部の軸線の
ずれ方向を含む所定のずれ方向表示目盛りを、前記第１偏心管および前記第２偏心管の少
なくとも一方の対応する円周方向位置に設けたことを特徴とする偏心自在継手である。
【０００９】
　本発明は、前記第１偏心管の第２開口部の軸線と前記第２偏心管の第４開口部の軸線の
ずれ方向を含む所定のずれ方向表示目盛りを、前記第１偏心管および前記第２偏心管の双
方の対応する円周方向位置に設けたことを特徴とする偏心自在継手である。
【発明の効果】
【００１０】
　以上のように本発明によれば、第１配管と第２配管との間に生じる横方向のずれを確実
に吸収することができ、かつこのずれ量を容易に調整することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は第１の実施の形態による偏心自在継手を示す側断面図。
【図２】図２は第１の実施の形態による偏心自在継手の作用を示す側断面図。
【図３Ａ】図３Ａは第１偏心管を示す正面図。
【図３Ｂ】図３Ｂは第２偏心管を示す正面図。
【図４Ａ】図４Ａはずれ量表示を含む偏心自在継手の作用を示す図。
【図４Ｂ】図４Ｂはずれ量表示を含む偏心自在継手の作用を示す図。
【図４Ｃ】図４Ｃはずれ量表示を含む偏心自在継手の作用を示す図。
【発明の実施の形態】
【００１２】
　まず図１乃至図３Ｂを参照して、偏心自在継手機構および偏心自在継手について説明す
る。　
　ここで図１は偏心自在継手機構および偏心自在継手を示す側断面図、図２は偏心自在継
手が回動した状態を示す側断面図であり、図３Ａは第１偏心管の内部を示す正面図であり
、図３Ｂは第２偏心管の内部を示す正面図である。
【００１３】
　図１乃至図３Ａおよび図３Ｂに示すように、偏心自在継手機構１０は第１配管１と第２
配管２とを接続するものである。
【００１４】
　この場合、第１配管１と第２配管２は、既存のものであって、これら第１配管１と第２
配管２は設計上の位置に対して軸方向および横方向に多少ずれて設置されることがある。
【００１５】
　このように第１配管１と第２配管２が、設計上の位置に対して軸方向および横方向に多
少ずれていても、本発明による偏心自在継手機構１０はこれらの第１配管１と第２配管２
を適切に接続することができる。
【００１６】
　このような偏心自在継手機構１０は第１スリーブ２１と、第２スリーブ２２と、第１ス
リーブ２１と第２スリーブ２２とを接合する偏心自在継手１０Ａとを備えている。
【００１７】
　このうち、偏心自在継手１０Ａは第１スリーブ２１に接合された第１偏心管１１と、第
２スリーブ２２に接合されるとともに、第１偏心管１１に対して回動可能に接合された第
２偏心管１２とを有する。
【００１８】
　第１偏心管１１と第２偏心管１２は、略同一の構造をもつ。すなわち第１偏心管１１は
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図３Ａに示すように、第２偏心管１２側の円形状大口径部（第１開口部）１１ａと、第１
スリーブ２１側の円形状小口径部（第２開口部）１１ｂとを有し、大口径部１１ａの軸線
に対して小口径部１１ｂの軸線は偏心している。この場合、小口径部１１ｂの軸線が、第
１偏心管１１の中心線Ｃ１を構成する。そして第１偏心管１１は偏心した略円筒形状をも
つ。
【００１９】
　また第２偏心管１２は図３Ｂに示すように、第１偏心管１１側の円形状大口径部（第３
開口部）１２ａと、第２スリーブ２２側の円形状小口径部（第４開口部）１２ｂとを有し
、大口径部１２ａの軸線に対して小口径部１２ｂの軸線は偏心している。この場合、小口
径部１２ｂの軸線が第２偏心管１２の中心線Ｃ２を構成する。そして第２偏心管１２は偏
心した略円筒形状をもつ。また第１偏心管１１の大口径部（第１開口部）１１ａと、第２
偏心管１２の大口径部（第３開口部）１２ａとが接合するようになっている。
【００２０】
　図３Ａおよび図３Ｂにおいて、第１偏心管１１に対して第２偏心管１２を所望の回動位
置までもってくることにより、例えば第１偏心管１１の小口径部１１ｂの軸線（すなわち
第１偏心管１１の中心）Ｃ１と第２偏心管１２の小口径部１２ｂの軸線（すなわち第２偏
心管１２の中心）Ｃ２とを一致させることができる（図１参照）。
【００２１】
　さらに第１偏心管１１に対して第２偏心管１２を回動させることにより、例えば第１偏
心管１１の小口径部１１ｂの軸線（すなわち第１偏心管１１の中心）Ｃ１と第２偏心管１
２の小口径部１２ｂの軸線（すなわち第２偏心管１２の中心）Ｃ２とを大きくずらすこと
ができる。このことにより、偏心自在継手１０Ａにより第１スリーブ２１と第２スリーブ
２２とが横方向に大きくずれていても、この横方向のずれを調整する（調心する）ことが
できる。図３Ａおよび図３Ｂにおいて、第１偏心管１１の大口径部１１ａと第２偏心管１
２の大口径部１２ａの中心線Ｃ０が示されている。
【００２２】
　また偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１と第２偏心管１２との接合部は、第１パッキ
ン２３により覆われ、この第１パッキン２３は第１パッキン２３を囲むとともに円周方向
に分割された第１ハウジング２４により保持されている。またこの分割された第１ハウジ
ング２４は、各々取付ボルト（図示せず）により固定されている。
【００２３】
　また、図１および図２に示すように、偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１と第１スリ
ーブ２１とは互いに軸線方向に沿って摺動可能に接合されており、第１偏心管１１と第１
スリーブ２１との接合部は摺動パッキン３０により覆われ、この摺動パッキン３０は円周
方向に分割された摺動パッキン用ハウジング３１により保持されている。さらにまた第１
スリーブ２１は第１配管１に接合されている。さらに偏心自在継手１０Ａの第２偏心管１
２は第２スリーブ２２に接合され、第２スリーブ２２は第２配管２に接合されている。
【００２４】
　この場合、偏心自在継手１０Ａの第２偏心管１２と第２スリーブ２２との接合部、第１
スリーブ２１と第１配管１との接合部および第２スリーブ２２と第２配管２との接合部は
、いずれも第２パッキン４０により覆われ、この第２パッキン４０は第２パッキン４０を
囲むとともに、円周方向に分割された第２ハウジング４１により保持されている。
【００２５】
　なお、図１に示すように、第１配管１および第２配管２は、いずれも第１スリーブ２１
および第２スリーブ２２側に設けられたフランジ短管１ａ、２ａを有し、これらフランジ
短管１ａ、２ａは本管１ｂ、２ｂにフランジ１ｃ、２ｃを介して接続されている。そして
フランジ短管１ａと本管１ｂとにより第１配管１が構成され、フランジ短管２ａと本管２
ｂとにより第２配管２が構成されている。また、偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１は
その外面に取付フランジ３５を有し、第１スリーブ２１はその外面に取付フランジ３６を
有し、第１偏心管１１と第１スリーブ２１は、取付フランジ３５，３６に円周方向に沿っ
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て装着されたタイボルト３７により円周方向および軸線方向に固定されている。
【００２６】
　ところで第１偏心管１１に対する第２偏心管１２の回動位置により、第１偏心管１１の
小口径部１１ｂの軸線Ｃ１と第２偏心管１２の小口径部１２ｂの軸線Ｃ２とのずれ量、お
よび軸線Ｃ１と軸線Ｃ２とのずれ方向が定まる。そしてこの第１偏心管１１に対する第２
偏心管の回動位置と、第１偏心管１１の小口径部１１ｂの軸線Ｃ１と第２偏心管１２の小
口径部１２ｂの軸線Ｃ２とのずれ量と、軸線Ｃ１と軸線Ｃ２とのずれ方向との関係は予め
定められて設定される。
【００２７】
　本実施の形態においては、図４Ａ乃至図４Ｃに示すように、この回動位置とずれ量との
関係に基づいて、このずれ量を含む所定のずれ量表示目盛り５１，５２が第１偏心管１１
および第２偏心管１２の外面に設けられている。この場合、ずれ量表示目盛り５１，５２
は、第１偏心管１１の第１スリーブ２１側外面および第２偏心管１２の第２スリーブ２２
側外面であって、各々の対応する円周位置に設けられている。
【００２８】
　さらにまた第１偏心管１１の小口径部１１ｂの軸線と第２偏心管１２の小口径部１２ｂ
の軸線のずれ方向を含む所定のずれ方向表示目盛り５３，５４が第１偏心管１１および第
２偏心管１２の外面に設けられている。この場合、ずれ方向表示目盛り５３，５４は第１
偏心管１１の第１スリーブ２１側外面および第２偏心管１２の第２スリーブ２２側外面で
あって、各々の対応する円周方向位置に設けられている。
【００２９】
　第１偏心管１１のずれ量表示目盛り５１および第２偏心管１２のずれ量表示目盛り５２
は、実際は第１偏心管１１の第１スリーブ２１側外面および第２偏心管１２の第２スリー
ブ２２側外面に表示されているが、図４Ａ乃至図４Ｃにおいては便宜上同一方向に表示さ
れている。
【００３０】
　また、図４Ａ乃至図４Ｃにおいて、第１偏心管１１の小口径部１１ｂの軸線Ｃ１と、第
２偏心管１２の小口径部１２ｂの軸線Ｃ２に加えて、第１偏心管１１の大口径部１１ａお
よび第２偏心管１２の大口径部１２ａの中心線Ｃが示されている。
【００３１】
　次にこのような構成からなる本実施の形態の作用について図１、図３Ａおよび図３Ｂお
よび図４Ａ乃至図４Ｃにより説明する。
【００３２】
　まず既設の第１配管１と第２配管２とが設計上の位置に対して横方向にずれている場合
、図２に示すように偏心自在継手１０Ａの第１偏心管１１に対して第２偏心管１２を回動
させて、第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２を、第１配管１と第
２配管２の横方向のずれ量と同一のずれ量だけずらす。このように第１偏心管１１の中心
線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２を、第１配管１と第２配管２の横方向のずれ量に合
わせてずらすことを調心とよぶ。なお、第１配管１に対して第２配管２は横方向に（図２
の上下方向に）ずれており、これに対応して第１偏心管１１の中心線Ｃ１に対して第２偏
心管１２の中心線Ｃ２が横方向に（上下方向に）調心される。
【００３３】
　その後、第１偏心管１１に対して第２偏心管１２は回動することはなく、第１偏心管１
１の中心線Ｃ１と、第２偏心管１２の中心線Ｃ２との間のずれ量を維持する。
【００３４】
　次に図４Ａ乃至図４Ｃを用いて、第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心
線Ｃ２とを合わせる調心について更に述べる。
【００３５】
　例えば第１配管１と第２配管２とがずれておらず、第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２
偏心管１２の中心線Ｃ２の調心が不要な場合、図４Ａに示すように第１偏心管１１のずれ
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量表示目盛り５１の「０」と、第２偏心管１２のずれ量表示目盛り５２の「０」とを回動
方向に関して合わせる。
【００３６】
　図４Ａにおいて、偏心量（ずれ量）は「０ｍｍ」となり、その偏心方向（ずれ方向）は
特定されない。
【００３７】
　次に第１配管１と第２配管２とがずれており、第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２偏心
管１２の中心線Ｃ２とを２５ｍｍだけずらす場合、図４Ｂに示すように第１偏心管１１に
対して第２偏心管１２を回動させ、回動方向に関して第１偏心管１１のずれ量表示目盛り
５１の「２５」と、第２偏心管１２のずれ量表示目盛り５２の「２５」を合わせる。
【００３８】
　そして第１偏心管１１に対する第２偏心管１２の回動を停止して固定する。
【００３９】
　このとき、第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２の偏心量（ずれ
量）は「２５ｍｍ」となり、偏心方向（ずれ方向）は、第１偏心管１１のずれ方向表示目
盛り５３および第２偏心管１２のずれ方向表示目盛り５４中に「２５」として表示される
。
【００４０】
　このように第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２のずれ量を２５
ｍｍに定め、第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２のずれ方向を定
めることにより、第１配管１と第２配管２間に偏心自在継手機構１０を容易かつ確実に設
置することができる。
【００４１】
　次に第１配管１と第２配管２とが大きくずれており、第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第
２偏心管１２の中心線Ｃ２とを５０ｍｍだけずらす場合、図４Ｃに示すように第１偏心管
１１に対して第２偏心管１２を回動させ、回動方向に関して第１偏心管１１のずれ量表示
目盛り５１の「５０」と、第２偏心管１２のずれ量表示目盛り５２の「５０」を合わせる
。
【００４２】
　そして第１偏心管１１に対する第２偏心管１２の回動を停止して固定する。
【００４３】
　このとき、第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２の偏心方向（ず
れ方向）は、第１偏心管１１のずれ方向表示目盛り５３および第２偏心管１２のずれ方向
表示目盛り５４中に「５０」として表示される。
【００４４】
　このように第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２のずれ量を５０
ｍｍに定め、第１偏心管１１の中心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２のずれ方向を定
めることにより、第１配管１と第２配管２間に偏心自在継手機構１０Ａを容易かつ確実に
設置することができる。
【００４５】
　以上のように本実施の形態によれば、第１配管１と第２配管２との間に生じる横方向の
ずれを偏心自在継手により容易かつ確実に調整することができる。
【００４６】
　なお、上記実施の形態において、第１偏心管１１は大口径部からなる第１開口部１１ａ
と、小口径部からなる第２開口部１１ｂを有し、第２偏心管１２は大口径部からなる第３
開口部１２ａと、小口径部からなる第４開口部１２ｂを有する例を示したが、これに限ら
ず第１偏心管１１の第１開口部１１ａと第２開口部１１ｂは同一口径を有し、第２偏心管
１２の第３開口部１２ａと第４開口部１２ｂも同一口径を有していてもよい。
【００４７】
　また第１偏心管１１と第２偏心管１２の双方に、ずれ方向表示目盛り５３，５４を設け
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た例を示したが、これに限らず第１偏心管１１と第２偏心管１２の一方のみに、ずれ方向
表示目盛りを設けてもよい。
【００４８】
　他方、第１配管１と第２配管２とが軸線方向に沿ってわずかにずれている場合、偏心自
在継手１０Ａの第１偏心管１１を第１スリーブ２１に対して軸線方向に沿って摺動させる
。次に第１偏心管１１と第１スリーブ２１をタイボルト３７により軸線方向および円周方
向の両方向に沿って固定する。
【００４９】
　このように第１偏心管１１に対して第２偏心管１２を回動させて、第１偏心管１１の中
心線Ｃ１と第２偏心管１２の中心線Ｃ２をずらし、かつ第１偏心管１１を第１スリーブ２
１に対して軸線方向に沿って摺動させる。このことにより、第１配管１と第２配管２とが
設計上の位置に対して横方向および軸線方向にずれていても、このずれを偏心自在継手機
構１０により吸収して、第１配管１と第２配管２をこの偏心自在継手機構１０により確実
に接続することができる。
【符号の説明】
【００５０】
１　　　第１配管
２　　　第２配管
１０　　偏心自在継手機構
１０Ａ　偏心自在継手
１１　　第１偏心管
１２　　第２偏心管
２１　　第１スリーブ
２２　　第２スリーブ
２３　　第１パッキン
２４　　第１ハウジング
３０　　摺動パッキン
３１　　摺動パッキン用ハウジング
３５　　取付フランジ
３６　　取付フランジ
３７　　タイボルト
４０　　第２パッキン
４１　　第２ハウジング
５１　　ずれ量表示目盛り
５２　　ずれ量表示目盛り
５３　　ずれ方向表示目盛り
５４　　ずれ方向表示目盛り
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